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人文社会学部 社会学科  

（男） 昭和 24 年生 
教授 梅 原  隆 治 

（ウメハラ タカハル）（Takaharu Umehara） 

   
学 位 名 博士（地理学）関西学院大学 文学修士 関西学院大学 

◆ 学 位 
取得方法 論文 平成 13 年取得 課程 昭和 50 年取得 

大 学 関西学院大学文学部史学科地理学専修 昭和 48年卒業 

◆ 学 歴 
大 学 院 

関西学院大学大学院文学研究科博士課程西洋史学専攻 昭和 53 年単位取得 

満期退学 

� 宗教委員 � 教職支援委員 ◆ 学 内 職 務 

（平成 22 年度） �  �  

� 人文地理学 � 自然地理学 ◆ 担当授業科目 

（平成 22 年度） � 社会学演習 � 社会地歴教科教育法 

◆ 職務上の実績に関する事項（資格,免許,特許,等） 

� 中学・高校社会科教員免許（昭和 48 年 3月 31 日） 

◆ 専門研究分野 ◆ キ ー ワ ー ド 

� 古代道 � 宿駅 
歴史地理学 文化地理学 

� アンデス � ローマ 

◆ 研 究 概 要 日本古代律令官道・インカ王道・ローマンロードの比較研究 

� 人文地理学会 � 日本地理学会 
◆ 所 属 学 会 

� 歴史地理学会 � 日本ラテンアメリカ学会 

◆ 主要著書（５件程度） 

書名・タイトル 単/共 発行年月日 発行所,発表雑誌等,発表学会の名称 

� 

『近畿を知る旅』（野

外歴史地理学研究会

編）「泉北丘陵・狭山

池～ニュータウンと

狭山池」 

共 平成 22 年 1 月 15 日 ナカニシヤ出版 

� 

『図説  世界の地域

問題』（漆原和子・藤

塚吉浩・大西宏治・松

山洋編集）「33.ペルー

における遺跡の盗掘

や破壊と共存」「34.リ

マにおける肥大化す

るスラム（プエブロ・

ホーベン）」 

共 平成 19 年 10 月 20 日 ナカニシヤ出版 

� 

『地域文化を生きる』

（浮田典良編）「遺跡保

存と地域振興－アンデ

ス地域とイベリア半島

の古代遺跡を事例に－」 

共 平成 9年 6月 24 日 大明堂 

� 

『変動する現代世界の

なりたち－地域・民族・

文化－』（杉本尚次・中

村泰三編著）「アンデス

地域の交通・今昔」 

共 平成 5年 4月 20 日 晃洋書房 
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� 

『情報・交通の歴史地

理』（歴史地理学会編）

「インカ期アンデス地

域の交通・通信」 

共 昭和 61 年 3 月 25 日 『歴史地理学紀要 28』古今書院 

◆ 主要論文（５件程度） 

書名・タイトル 単/共 発行年月日 発行所,発表雑誌等,発表学会の名称 

� 

ペルーにおけるイン

カ道遺構の損壊に関

する事例研究 

単 平成 21 年 9 月 25 日 四天王寺大学紀要第 48 号 

� 

リマにおけるバリア

ーダス（非合法街区）

の変容 

単 平成 20 年 3 月 25 日 四天王寺国際仏教大学紀要第 45 号 

� 

ペルー海岸砂漠地帯

に見る鋸歯状インカ

道の分布と性格～北

部ヘケテペケ川下流

域を中心に～ 

単 平成 18 年 3 月 25 日 四天王寺国際仏教大学紀要第 41 号 

� 
ペルーにおけるインカ

道の諸形態 
単 昭和 63 年 6 月 10 日 『歴史地理学』 第 141 号 

� 
インカ王道上のタンボ

とチャスキ 
単 昭和 59 年 3 月 25 日 『地域文化』 第 8号 

◆ その他（５件程度） 

書名・タイトル 単/共 発行年月日 発行所,発表雑誌等,発表学会の名称 

� 
研究会報告「地理学にお

ける昨今のペルー研究」 
単 平成 19 年 10 月 23 日 

大阪府高等学校社会（地歴・公民）科研究

会地理部会 

� 
研究会報告「古代交通路

研究、今昔」 
単 平成 18 年 5 月 27 日 地理教材研究会 春季研究会 

� 
学会発表「インカ期アン

デス地域の通信網」 
単 昭和 60 年 4 月 21 日 歴史地理学会第 28 回大会 

� 

学会発表「ペルー南部コ

スタのインカ道とタン

ボ」 

単 昭和 59 年 4 月 21 日 歴史地理学会第 27 回大会 

� 
学会発表「南海道紀伊・

淡路国内の駅路の考察」 
単 昭和 51 年 2 月 28 日 人文地理学会第 56 回歴史地理部会 

 


